
新世代ネットワーク（ＮＷＧＮ）について

新世代ネットワーク（ＮＷＧＮ）は、ネットワークの仮想化技術やフォトニックネットワーク技術を導入す

ることで実現する、現行の電話交換網やインターネットに続く、新しい世代のネットワークです。

世界で研究が進められており、日本では独立行政法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）を中心とした産学

官連携の体制により、２０２０年頃の実用化を目指して、研究開発を推進しております。

新世代ネットワークの実現により、現在のネットワークが抱える様々な課題（増大し続けるデータトラ

フィックの処理や耐災害性や信頼性、省エネルギー等）を克服することができます。

仮想ネットワーク
（超大容量データ、低遅延、
高セキュリティ、省エネ等）

光パス・光パケット・無線統合ネットワーク

光ノード

仮想化ノード

新世代ネットワーク イメージ図
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新世代通信網テストベッド（ＪＧＮ－Ｘ）について
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新世代通信網テストベッド（ＪＧＮ－Ｘ）とは、「新世代ネットワーク」
の実現に不可欠な要素技術を統合した大規模で高速な試験ネット
ワークのことです。実証・評価を通じ、新世代ネットワークの基盤技
術を確立します。

平成２３年度より、ＮＩＣＴが構築・運営を行い、新しいアプリケーショ
ンの開発を行う外部の産学官の研究機関に対してもテストベッドとし
て広く開放することにより、タイムリーな開発を促進します。

総務省近畿総合通信局は、新世代ネットワークの早期実現に向け、
ＪＧＮ－Ｘの利用促進に取組んでいます。

仮想技術を活用した高速な回線の利用により、放送映像や医療映像等の高精細画像のス
ムーズな伝送サービス、大容量のクラウドサービス等の伝送試験が全国規模で行うことが可
能となり、新たなアプリケーションの開発を促進することができます。
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ＪＧＮ－Ｘの利用手続きについて

■①ＪＧＮ－Ｘの利用について

ＪＧＮ－Ｘは、研究開発の目的であれば、原則として誰でも利用することができます。

利用手続きの詳細については、ＮＩＣＴのホームページを参照願います。

ＪＧＮ－Ｘの利用方法 （ＮＩＣＴ ホームページ）

http://www.jgn.nict.go.jp/ja/procedure/index.html

■②ＪＧＮ－Ｘの利用にかかる費用、必要とする主な設備

ＪＧＮ－Ｘの利用は無料です。ただし、利用する研究機関の場所から、ＪＧＮ－Ｘのアクセスポイント等ま

でのアクセス回線は、利用する研究機関側で用意してください。

アクセスポイントの具体的な場所、その他の詳細情報については上記ホームページを参照願います。

■③利用手続きの主な流れ

利用申請については随時受け付けております。申請書は、上記のホームページよりダウンロードしてい

ただき、ホームページ上の専用のアップロードシステムにて提出願います。

申請書の提出後、ＮＩＣＴで申請書の審査が行われ、審査が通りましたら、その通知を受け、利用研究

機関側でアクセス回線を用意してください。アクセス回線より、ＪＧＮ－Ｘに接続し、ご利用が可能になりま

す。
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新世代ネットワーク推進連絡会（関西）について

■①連絡会の目的

関西地域における新世代通信網テストベッド（ＪＧＮ－Ｘ）の利用を促進して研究開発の推進等を図るこ

とにより、新世代ネットワークの早期実現を目指します。

■②連絡会の主な活動

ＪＧＮ－Ｘの利用促進のため、周知・普及や利用者間の意見交換、研究成果の発表等

■③連絡会の会員

連絡会の目的に賛同できる方。（直接、ＪＧＮ－Ｘを利用されない方も入会できます。）

入会を希望される方は、事務局までご連絡願います。

■④事務局の連絡先

総務省近畿総合通信局情報通信連携推進課 研究推進担当

〒５４０－８７９５ 大阪府大阪市中央区大手前１－５－４４

ＴＥＬ：０６－６９４２－８５４６

ＭＡＩＬ：renkei‐k@soumu.go.jp
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